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再生医療技術を用いて不妊症の克服を目指す  

四元 房典 

 現在6組に1組の夫婦が不妊症と診断されている。人工授精や体外受精などの生殖補助医療技術の発展により治療が 

可能になってきたが、妊娠率は20-30％に留まっており、とくに不妊症の原因の一つである着床不全については治療 

法が無いのが現状である。 

 脂肪組織由来再生細胞は血管新生や組織修復を促進する特性があり、子宮内膜を菲薄化した着床不全モデルマウス 

の子宮内に脂肪組織由来再生細胞を注入することによって子宮内膜は修復され、着床率を改善した。したがって、 

脂肪組織由来再生細胞は着床不全患者における有効な治療法になる。  

第二版：2023年8月1日  

シー ズ N o. 2 0 19 0 60 0 2  

キーワード 

分    野 

再生医療、不妊症、着床不全 

産婦人科学 

概要  

■ 着床に必要な子宮内膜を十分に厚くする。 

■ 着床に必要な子宮内膜の血流を改善する。 

■ 着床率を改善する。 

■ 菲薄化した子宮内膜を改善し、妊娠率の向上を図る。 

■ 人工授精と併用して、妊娠率の向上を図る。 

■ 体外受精と併用して、妊娠率の向上を図る。 

■ 不妊症の処置に用いられる医薬組成物およびその製造方法（特許6256786号） 
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